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復活節第主４日 説教 「安心しなさい」要旨  
                        牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2022 年 5 月 8 日  

マタイによる福音書 9:18～26

 母の日を特別な思いをもって迎えた方
は多いことと思います。特に、今日は、
午後に行われる墓前礼拝に合わせて、埋
葬式が行われます。そのため、ご家族の
皆さまは、今は主の安息の内にあるお母
様のことを思い出しながら、この日の礼
拝に集われたことと思います。ところ
で、母の日に限らず、私たちの多くがこ
の母なるものに格別な思いを抱くのはど
うしてなのでしょうか。そこで、一般的
に言われていることは、幼き頃の原体験
です。つまり、未成熟である私たちのこ
とを体を張って守ってくれた存在、それ
が母なるものであるということです。し
かし、男女が一つになり、家庭、家族を
なすということは、今日の直前の御言葉
が示すように、新しい革袋に新しいぶど
う酒を入れるようなものです。それゆ
え、革袋の中では絶えず様々なせめぎ合
いがあり、ぶつかり合いがあるわけで
す。また、だから、葡萄酒は新しい革袋
の中で熟成することになる。ただ、そこ
で考えたいことは、その過程において、
この母なる存在は、私たちの目に今と同
じように映っていたのかということで
す。 
 私たちにとっての母なるものとは、過
去形で語られるべきものであって、現在
進行形で語られるべきものではないので
しょうか。その答えは、そうだとも言え
ますし、また、そうではないとも言えま
す。なぜなら、新しい革袋の中で熟成が
進むということは、日々変化があるとい
うことであり、それゆえ、その目に映る
ものも常に一定ではないからです。しか
し、革袋の中身が熟成するには、常に一
定の条件が求められます。私たちはそれ
を母なるものと呼んだりもするのでしょ
うが、そこで思い出すことは、遠藤周作
さんが神様を母なるものと言っているこ
とです。それは、遠藤さんにとって、こ
の変わらぬものがそれだけ大事なもので
もあるからです。ただ、一つお断りをす
れば、遠藤周作さんは、だから、お母様
＝神様であると言っているわけではあり
ません。大事なことはそのお母様なくし
て生まれることもなく、それゆえ、今も
ないということです。ましてや、神様と
出会うこともなかった。ですから、そう
いう意味で言うならば、主の日の礼拝を

共にしている私たちについても同じこと
が言えます。それは、日々変化の中に在
る私たちと共にあるのが神様であり、そ
の神様を通して、イエス様と出会ったの
が私たちであるからです。 
 そこで、早速に御言葉に聞いて参りた
いと思いますが、先ずは今日の御言葉に
聞いていく前に、直前に記されている新
しい革袋のたとえ話を思い出していただ
きたいと思うのです。ただ、この御言葉
に聞いたのは一月以上前のことでもあり
ました。ですから、ほとんどの方はもう
お忘れなのではないかと思います。そこ
で、この新しい革袋と新しいぶどう酒の
譬え話を簡単に振り返りますと、その
時、私が申し上げたことは、神との出会
いも、私たちの信仰も、それは、待つこ
とであり、ゆっくりゆっくり時間をかけ
るべきものであるということでした。た
だし、先ほども申しましたように、新し
い革袋の中で新しいぶどう酒が熟成され
るということは、その中にある様々なも
のがぶつかり合い、せめぎ合うというこ
とです。そして、それが新しい革袋でも
あるイエス様の中に置かれた私たちであ
りますが、皆さんのご家庭でも実際に
日々いろいろなことが起こっているはそ
のためです。それゆえ、この日の御言葉
が語ることは、イエス様と共にある私た
ちの日常の一コマであり、従って、ここ
でのことは、そういう意味で、私たちに
とっては非日常的な光景ではありませ
ん。そこにあるのは、私たち自身の姿で
あり、それぞれの日常において経験して
いることなのです。そして、イエス様は
その私たち共にいてくださっているので
すが、つまりは、新しい革袋の譬えはこ
の前提を私たちに伝えてくれているとい
うことです。 
 ですから、そのことを踏まえ、この日
の御言葉に聞いていくなら、ここでのこ
とは、先ほどから申し上げている母なる
ものへの特別な思いとまったく関連のな
いことではありません。コインの裏表の
ようなものだとも言えるのですが、それ
は、成長した今、私たちがこの守られた
との感覚を大切にするのは、私たちが生
きるこの世界は、その一方で私たちの心
を乱す、実に様々な現実があるからで
す。そして、その現実とは、愛する者と
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の別れであったり、また、解決のつかな
い病であったりと、この世には、私たち
の心をかき乱し、苦しめる、ありとあら
ゆるものが満ちあふれているのです。し
かも、それがいつ何時訪れるかも知れな
いことを私たちは常に心のどこかで感じ
てもいるのです。従って、私たちが穏や
かで幸せだった日々を懐かしく思い、そ
の思い出を大事にするのはそのためでも
ありますが、ですから、大切な我が子を
失った父親の悲しみと、十二年物間病に
苦しんできたこの女性の苦しみの背後に
は、同時に、私たちが懐かしく思うもの
とまったく同じものを見つめることがで
きるのです。 
 しかし、そうであればこそまた、今私
たちがその目で見ているこの現実は、か
つて文部省唱歌で歌われたような世界へ
と私たちを導くものではありません。私
たちにとってはできる限り遠ざけたいと
思うものであり、もしかしたらやがてい
つかと、そう思わせるものでもあるから
です。けれども、その中で絶対に避ける
ことのできないものが愛する者との別れ
です。しかし、私たちの成長はそれを含
めてのことであり、ですから、私たちが
遠藤周作さんのように大事なものが大事
であると知らされるのはそれがあってこ
そのものでもあるのでしょう。つまり、
タマゴを抱く母鳥のように私たちの命
は、この母なるものに守られていたとと
の実体験があってこそ、やがて訪れるで
あろうこの破れを私たちは受け止めるこ
とができるということです。そして、そ
れは、イエス様についても同じことが言
えます。イエス様との関わりが大事だと
思えるのは、そこに破れがあるからで
す。ですから、長く患ってきたこの一人
の女性にここでイエス様が「娘よ、元気
になりなさい。あなたの信仰があなたを
救った」と仰る、この信仰の原体験とも
言える出来事は、イエス様への期待値を
大きくさせることにその主眼を置いてい
るわけではありません。イエス様に対し
ては、私たちは大いに期待していいのは
間違いありませんが、けれども、この御
言葉が私たちに語りかけてくれているこ
とは、病が治ること、死んだものが生き
返ること、そういう私たちの側からの期
待や要望にイエス様がいかに応えてくだ
さるのかということではないからです。
なぜなら、元気になること、しっかりす
ることだけが私たちの信仰であるなら
ば、重い病が治らず、また、死んだもの
が生き返らず、それゆえ、私たちの悲し
みや苦しみがさらに深くなったとすれ

ば、私たちの信仰は、私たちとイエス様
とを繋ぐ力はないということにもなるか
らです。 
 ただ、そこでまた考えたいことは、そ
れがもし我が身に起こったとすれば、私
たちはどうなってしまうのかということ
です。恐らくは、私たちの大半がたちま
ちの内に路頭に迷うことにもなるのでし
ょう。それゆえ、この不安と恐れがまた
私たちの心を母なるものへと向かわせる
のでしょうが、では、その時の私たちの
心の動きだけを見るならば、それは、イ
エス様への思いと何が違うと言えるので
しょうか。形の上ではイエス様に対して
も同じ事が言えるのではないでしょう
か。ですから、遠藤周作さんが仰ること
は、教会の教義的には間違っていたとし
ても、路頭に迷い、藁にもすがりたいと
思うその時の私たちの気持ちを考えるな
ら、あながち間違っているとは思えませ
ん。しかし、だから、どちらでも構わな
いということではありません。申し上げ
たいことは、どちらが正しくてどちらが
間違っているかという、そういうつまら
ない話にしないためにも、しっかりと御
言葉に聞いていきたいということです。 
 そこで御言葉が先ず語ることは、路頭
に迷った時の私たちの姿です。最愛の我
が子を失った父親がイエス様のところに
駆け寄ってきて、「私の娘がたった今死
にました。でも、おいでになって手を置
いてやってください。そうすれば、生き
返るでしょう」と言ったように、それが
路頭に迷った時の私たちの姿だというこ
とです。ですから、事は緊急を要しま
す。ところが、イエス様は、この父親の
願いを聞いて、一目散にその娘のところ
には向かいません。わざわざ寄り道をし
たのです。ですから、この父親からすれ
ば、このイエス様の振るまいについては
どう思ったのでしょうか。しかし、イエ
ス様は、そうしたことにはお構いなし
に、長年、病に苦しんできた一人の女性
が藁にもすがる思いで近づいてきたのを
知って、この人のために大きく時間を割
くのです。しかも、それは、当初予定に
ないことでもありました。ですから、ど
ちらが優先すべきかは明らかです。にも
かかわらず、イエス様はこの人のために
時間を割き、そして、そこで仰ったこと
が「娘よ、元気になりなさい。あなたの
信仰があなたを救った」というこの一言
でした。すると、この女性の病はたちま
ちの中に癒やされることになったのです
が、ただ、御言葉の語る、ここでのこれ
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らの順序は、私たちの常識からすると大
きくかけ離れているように思います。 
 寄り道をしたこともそうですし、治る
治らない以前に、イエス様が「あなたの
信仰があなたを救った」と仰っているこ
ともそうです。この父親が「私の娘がた
った今死にました。でも、おいでになっ
て手をいてやってください。そうすれ
ば、生き返るでしょう」と言ったという
のは、イエス様への揺るぎない確信があ
ったからです。つまり、この父親の信仰
は立派なものであったということです。
けれども、「この方の服に触れさえすれ
ば直してもらえる」と思うこの女性の信
仰はどうでしょう、勇ましく、誇らしげ
なものではありません。途方に暮れ、路
頭に迷い、自分ではどうすることもでき
ないことを思い知って、最後の最後にす
がりつこうとしたもの、それがこの重い
病を負った女性の信仰でありました。で
すから、その信仰はこの父親の信仰とは
正反対なものです。けれども、イエス様
は、その信仰によってこの女性が救われ
たと、しかも、それがあなたの信仰なん
だと念を押すようにイエス様はこう仰る
のです。従って、ここに私たちの信仰の
一つの姿を見ることができるのですが、
ただし、御言葉が私たちに伝えたいこと
は、私たちの目から見ての良し悪し、強
い弱いではありません。一見するだけで
すと、イエス様の行動が不可解に思える
のはそのためです。 
 娘を失った父親も、長く病に苦しんで
きたこの女性も、路頭に迷い、まるで迷
子のようにこの世をさ迷っている人々で
す。そして、それは、こうして御言葉に
聞いている私たちも同じです。なぜな
ら、そのことをはっきりと知らされたの
が、コロナ下とこの度の大国による暴挙
でありました。それは、私たちがそのた
だ中を生きているからでもありますが、
私たちがそこで感じたことは、病から、
そして、死の恐怖から、私たちのことを
確実に守ってくれるものは何もないとい
うことでした。ですから、このような状
況にあって、この父親のようにイエス様
に信頼することはとても大事なことで
す。なぜなら、イエス様への信頼が私た
ちの進むべき道を指し示すのは間違いの
ないからです。しかし、御言葉は私たち
の目を立派な信仰の持ち主である父親へ
と向かわせるのではなく、割り込むよう
に入ってきたこの女性に目を向けさせる
のです。それは、私たちの思い込みを打
ち砕くためでもありますが、それは、私

たちが迷うことなく、イエス様を信頼す
る者ではないからです。 
 イエス様がこの父親の家に到着し、幼
子の死を嘆き悲しむ人々に向かい大きな
慰めを与えた時のことです。御言葉は、
その時、人々が「イエスをあざ笑った」
と語るのですが、そこで私たちが忘れて
はならないことは、このことは私たちの
中でも普通に起こりうるものだというこ
とです。それは、助けたいと思うイエス
様の思いと、助かるわけがないだろうと
思うこの人々の思いとがぶつかり合って
いるのは、どちらも真剣で本気であるこ
とから分かります。そして、それが生き
るということ、生きているということで
もありますが、従って、この状況の中で
父親が沈黙しているのは、イエス様と
人々とのせめぎ合いがそれだけ激しかっ
たからでもあるのでしょう。しかし、そ
こで一つ忘れてはならないことがありま
す。それは、責任ある立場に置かれたこ
の父親が、その影響下にある人々を諫め
なかったということです。それは、人々
の言葉を聞き、この父親に迷いが生じ、
イエス様への信頼が大きく揺るがされる
ことになったからで、父親の沈黙はその
ことを如実に現しているように思いま
す。けれども、それは、この時に突如と
して現れたものではありません。イエス
様のところに駆け寄ったその時からのも
のでもありました。なぜなら、イエス様
に出会ったその直後、この父親が「そう
すれば、生き返るでしょう」と言ったこ
の一言は、十字架の上のイエス様に向か
って、「今すぐ十字架から降りるがい
い。そうすれば信じてやろう」と、力あ
る者が語ったことと、内容的には同じも
のでもあったからです。 
 それゆえ、このことは、当然、正され
なければなりません。そのままにしてお
けば、イエス様の権威は大きく傷つき、
その結果、信仰自体があやふやで曖昧な
ものとなるからです。ですから、イエス
様が群衆をその場から外に出したのは意
味あることでもありました。しかし、イ
エス様がそうしたのは、彼らの間違いを
正し、自らの正当性を訴えるためではあ
りません。幼子の命を救うことに集中し
た、それがこの時のイエス様でもありま
した。それゆえにまた、女の子を生き返
らせたというイエス様の噂はこの地方一
帯に広まることにもなったわけですが、
ただ、そこでまた私たちは考えたいので
す。私たちがイエス様を信じているとい
うことは、噂話程度のものを信じている
ということなのでしょうか。もちろん、
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それは違います。では、違うというのな
ら、私たちはイエス様の何を信じている
というのでしょうか。 
 イエス様をあざ笑うことは決して許さ
れることではありません。しかし、そこ
から分かること、私たちが知るべきこと
は、人々の犯した過ちではありません。
死の現実は侮ることのできないものであ
り、それゆえ、私たちは路頭に迷う者だ
ということです。それも、真剣で本気で
あればあるほど、私たちは路頭に迷うこ
とがあるのです。それは、私たちの生き
るこの世にはかように重い現実があり、
私たちがこの世界に生きているというこ
とはそういうものでもあるからです。け
れども、この私たちの置かれた現実を、
私たちと同じように味わい知ったのが私
たちのイエス様でもありました。けれど
も、御言葉がその墓が空であったと伝え
るように、イエス様が墓穴に留まること
はありませんでした。それは、私たちと
そのイエス様が共にあるからで、新しい
革袋の譬えはこの前提を私たちに伝える
ものでもありました。けれども、そのた
めにまた、私たちは道に迷い、途方に暮
れることにもなるのです。どこを探して
もイエス様は見つからない。ですから、
結果をある程度想定し、自らの立場を安
定させることに馴らされている現代人に
とっては、迷い、それゆえに苛立ちを募
らせるこの姿は、それこそ、何のための
信仰かと、そう思わせるものでもあるの
でしょう。ましてや、それが私たちのそ
の足下で起こったとすればなおのことで
す。しかし、御言葉がここで人々が「あ
ざ笑った」と記すように、この重い現実
の中をこれまで歩んで来たのが主の教会
に繋がる私たちでありました。 
 私たちにそれができたのは、私たちが
精神的にも肉体的に強い信仰の持ち主で
あったからではありません。この父親の
ように、また、この重い病を負ったこの
女性のように、路頭に迷い、イエス様に
向かってそういう弱さを現すしかないの
が私たちであるからです。しかし、その
私たちがそのままでは終わらない、イエ
ス様が「あなたの信仰があなたを救っ
た」と仰るように、イエス様を信じるこ
とによって、迷う私たちは間違いなく私
たちは変えられていくからです。それ
は、この弱さゆえに、日々、このイエス
様から多くの励ましを受けているからで
す。ただ、この恵みに与っているのは、
こうして地に生きる私たちだけではあり
ません。天に置かれた私たちの愛する

人々も、その弱さゆえにこの同じ恵みを
分かち合うものでもあるのです。 
 私たちが母なるものを思い安心し、ま
た、イエス様を思い安心できるのは、そ
の弱さが弱いまま、丸ごとすべて受け入
れられているとの実体験があるからで
す。ただ、そこでどちらが強いかと言え
ば、私たちが実際にイエス様に抱かれた
ことがない以上、やはり母なるものに優
るものはないと言っていいのでしょう。
母なるものを語る時のその饒舌さがその
ことを物語っているとも言えるからで
す。けれども、その母なるもの、愛する
者との再会を約束するのは神様であり、
イエス様です。そして、私たちがこの約
束に強い希望を感じるのは、この愛する
者との別れに際してのことでもあります
が、そして、その時、私たちがそのこと
を忘れずにいるのは、母なるものと私た
ちとが、現にイエス様と共にあるからで
す。ただ、このことはまた、答えがある
ようでないものなのかも知れません。そ
れは、将来において約束されているもの
だからです。まただから、私たちは迷う
し、道を踏み外すのです。けれども、そ
れは、私たちだけではありません。イエ
ス様が寄り道をし、人を困らせたよう
に、イエス様も私たちと同じように道を
踏み外すようなことをされたのです。け
れども、そのイエス様が間違いなくその
私たちのことを望むべき将来へと導いて
くださっている、順序の違いにおいて明
らかにされたことはこの点についてでも
あるのです。 
 ですから、私たちは、迷い、道を踏み
外しはしないかと、恐れおののく必要は
ありません。私たちが母なるものによっ
てこの時を迎えているように、その母な
るものを私たちに与え、その生涯を導い
ておられるのがイエス様がであるからで
す。従って、母なるものが神様でないこ
とは明らかですが、共に歩んだその日々
を思う時、そこにイエス様が間違いなく
共にいてくださった以上、母なるものを
通して、この母なるものの先に、私たち
がイエス様を見ているのは間違いないこ
とでもあるのです。母の日も、そして、
この日の御言葉も、そのことを私たちに
伝えてくれているのであり、そのように
導かれているのが私たちであるのです。
祈りましょう。 

  

 
 


